


すべて「男女共同参画基本計画Jに基づいて計上された。アことえ-'-'ま、

内閣府一 省庁再編で局に格上げになり 、推進体制が格段に強化され4億500万円

国の事業にジエンダーに敏感なネ見有、が入っているかのチェック、各省庁の窓口担当

者らに対する研修などなど。また、

女性センター、 婦人相談所、 警察など地域の苦情処理窓口に苦情処理状況の報告書

提出を求め、 窓口のヒヤリ ングも行う 。

;!';':'.，可与

、主J

夫から妻への暴力 (DV)、女tLヘのつきまとい(ストーカー)などが社会問題
化しているため、女性に対する暴力関係予算に22億3700万円 警察庁

警察部内のカウンセラーの増員、警察への届け出をためらう被害者に対する民間の相談

員委嘱、 警察での担当職員の研修、被害者への配慮設備、継続的支援のためのカウンセ

リングア ドバイザーや地域のボランテイアサボーターの委問、スト ーカ一行為の取締り

に必要な機材設備、防犯器具の貸し出し等 。々

厚生労働省一 厚生省と労働省が統合された事業に l兆92億円

地域の子育て支援機能強化に向けたファミリーサホートセンターを82カ所から 182力

所に大幅増、新エンゼルプランの推進をはかるため低年齢児の保育所受け入れを2万人

増やす。 延長保育干力所増、休日保育百か所増、放課後児童クラブを5百所増、障害児受

け入れ促進試行事業を百力所創設。

夫等の暴力から遠ざけるために遠くの婦人相談所等への避難、入所女性の不安解消のた

めの夜間警備体制強化、母子の心のケ7実施。などなど。
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さる3月24日，長崎女性センター ・アマランス主催の i女性フェスタj の最終行事として
蓬洋子の講演会が長崎ブリック・ホールの国際会議場で開催された。さすが大阪系タレント，

「東大で上野千鶴子にけんかを学ぶ」の著者だけあって，面白い言い回しの間にフェミニズム

の立場からのするどい指摘が所々方々にちりばめられていて，笑いの聞に白から鱗といったと

ても楽しめた講演会だった。以下そのさわりの部分をまとめてみました。

普段は金髪，大阪では金髪，東京でテレビに出るときは黒いかつらで大阪弁もないワイド

ショ ーでは黒いかつらでス ツ 1-圧倒的に見ているのは主婦層だから」とプロデュ サーは

は要求する。かしこい服着ても中身はアホでいるのに。テレビで自分の居場所が良くなるよう

にがんばっているが，きびしい現実にぶち当たる。年を取ると市場価値がなくなると肌身に感

じる。リポーターは20才台まで，アップでしわが写らないため。年々きびしくなる職場，行
政の世界もきびしい，その lつが土俵問題，差別はだめだ， しかし土俵問題は伝統問題だとか

言われているなかで，何を差別と認めるか判断する上でフェミニズムという分野の研究が必要

だったと思います。 1970年代より研究分野が充実してき， 3 0年の間にいろんな理屈をた

たき上げてきた，それを知っているかどうかで，土俵問題の視野がちがってくるD

文部科学省 合計記載なし

メディアにおける女性の人権の尊重のための調査研究費、親を対象とした r0才からの
ジエンダ一教育推進事業」、 「キャリア教育実践モデル地域の指定jなど男女共同参画

を推進し多様な選択を可能にする教育ー 学習の充実に多くの予算をあてている。

|飢産省一 合計献し

農業就業人口の6書11を占める女性の役割が適正に評価され、経営に積極的に参画するこ

とができるように予算を配分する。たとえば、女性の農産加工等の活動の促進のため、

銀行では男性(夫)名義や不動産ιJ保なしにはできない資金の貸付け予算を70億4
200万円と っている、などなど。



「なんで土俵に登りたいのか，パフォーマンス奴!Jというのは知事が女性だから来るパッシ

ング，チャレンジかパフォーマンスか，受け手，記事の書き手倶!の観念が見える。

メディアの読み取り方，出している本人，企業のものの考え方こみで見抜く力が必要だ口イベ i
ントの舞台としての土俵，今までどうりあったイベント，従来代々あった儀式ーそれを女だか i
らと却下された，知事がですよ。理由は女だから。原始仏教では女は汚れている，血を流すか i
らという発想があるが，そうは言えないので代わりに出てきたのが伝統という言葉だったo

I r択すからj と言えない時代になっているから峨Jという。一番傷つきムカついている j
のが太田さん。それをっきつめると総理になっても駄目，どれほどキャリアーを積んでも女で!

あるから駄目が勝つエリアがある。そこが残っている限り，そのバリエ ションはいくらでも i
，つくれる。盆鐘という言葉はフェミニズムの研究者が格闘してきた言葉，女をだまらせるため j
に使われてきた言葉だ。伝統とは根拠を問うことを禁止する言葉，その問う姿勢そのものを禁 i
止する言葉で研究者の間では死語になっTいろ。それを知らない私たちがいて，言葉が人の行 i
動を規制する力として使われている。学問は理屈の宝庫，ムカつく女性にとっての理屈の山口 i必議
文化という言葉も似ている。 r女をなぐるのは日本の文化j とかいうが，文化とは大正時代に i
拡がった，その程度の歴史しか持たない言葉だ。自分が生まれる前からあった言葉に人は弱い i
が調べてみると，なーんだとなり，私をだまらせたいおじさん言葉だとわかって規制されなく!

なる。じゃあ相撲は昔からなにも変わらなかったのか? 外国人力士は入ったし新弟子検査の!

基準も変わった。いっぱい変えたのに女人禁制だけは変えない。女から貰うより副知事の男か i
ら貰いたい。イヤーな気持ちになっている女，太田さんがいるというのは差別だ。自分が当事 i
者になったら差別じゃないと言いますか?

内館牧子は「伝統の領域は現代の差別とは違うJ r歌舞伎，宝塚にそれが無くなれば歌舞伎!
宝塚でなくなる」というが，太田知事はなにも「相撲とらせてj とは言っていない口 i 
カテゴリーとして女は汚れているということに，違和感を覚えるチャンスがあれば覚えるが i
チャンスがないと覚えない，というのが現代だ。そういう環境下に起こった土俵問題だ。 I
伝統文化が生き残ったのは少しずつ軌道修正してきたから，生き残らせたいのであれば変事

えたほうが生き残れるだろう。突き詰めていくと「男性が腹が立つ」という感情だけが残る。

位!と思った除ま いいか とやり過ごすにはちょっとしんどいぞという除私はフイ同

ミニズムの勉強をした。

石坂理論=私の愛の手で介護するという嫁さんの手による介護

国会における辻元清美パッシングは性の二重基準の現れ=男はいいけど女は駄目

恋愛結婚，ロマンチックラブの生活のなかで働きづめの妻，過労で倒れる女，上野先生の言

葉「女性の社会進出は解放でなく二重の紀魁であるj

この三笠L主を自に見えるものにしてくれるのがフェミニズムの学者だo
あなたはどの見方が心地良いですか? あなたにあう理屈をあなたが獲得しなさいの宝庫が

フェミニズムです。ちょっとおかしいぞと三主主2至 という思いのある人にはそれを取り
扱う主塵がある，それがフェミニズム。

i ・タレントって顔小さいんだな一 体細いんだな一 びっくりしたo
o笑って元気でて翻がとても良くわかった。ウレシカッタ!


